
北
海
道
朝
陽
会

日
時
　
平
成
十
年
七
月
四
日
（Ｉ
）

会
場
　
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
・日
■
の
間

出
席
者
（敬
称
略
）

池
上
　
義
治
（中
１２
回
）

遠
一藤
　
象
三
（中
２．
回
）

太
田
　
　
泉
（新
２
回
）

望
月
　
正
昭
（新
６
回
）

高
橋
　
要
行
（新
９
回
）

馬
渡
　
峻
輔
（新
１７
国
）

池
田
　
和
子
（新
１８
回
）

大
野
　
哲
男
（新
２０
回
）

吉
野
　
悦
雄
（新
２０
回
）

村
田
　
雅
信
（新
２．
回
）

阿
部
　
　
弘
（新
２７
回
）

演
田
　
英
作
（新
２７
回
）

藤
井
　
直
美
（新
３０
回
）

藤
原
　
　
優
（新
３‐
回
）

楡
　
　
龍
之
（新
４０
回
）
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石
山
　
隆

一
（中
２‐
回
）

小
田
切
　
新
只
中
２‐
回
）

林
　
　
明
夫
（新
６
回
）

寺
島
　
　
潔
（新
７
回
）

小
田
切
百
美
子
（新
１０
回
）

吉
村
　
桃
子
（新
１７
回
）

高
市
　
好
人
（新
１８
回
）

河
野
　
　
洋
（新
２０
回
）

中
島
　
将
文
（新
２‐
回
）

山
田
　
一
裕
（新
２４
回
）

永
瀬
　
佳
明
（新
２７
回
）

松
野
　
一浮
子
（新
２７
回
）

江
本
　
　
匡
（新
３．
回
）

吉
岡
　
正
文
（新
３３
回
Ｙ

志
賀
　
葉
月
（新
４６
回
）

″

　

，

お
よ
び
石
山
夫
人
を
加
え
て
、
計
三
十

一
名

恒
例
の
北
海
道
朝
陽
会
も
第
十
五
回
を
迎
え
ま

し
た
。
急
の
御
欠
席
も
あ
り
ま
し
た
が
、
北
海
道

旅
行
が
て
い
奥
様
と
御

一
緒
に
参
加
し
て
下
さ

っ

た
方
も
あ
り
、
ま
た
こ
の
会
の
創
始
者
夫
人
松
野

淳
子
さ
ん
も
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か
ら
馳
せ
参
じ
て
下

さ
っ
て
、
た
い
へ
ん
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

池
上
名
誉
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
の
あ
と
、
遠
藤

会
長
の
司
会
で
、
卒
業
年
度
順
の
事
故
紹
介
と
ス

ピ
ー
チ
が
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
同
士

の
思
わ
ぬ
奇
遇
話
や
、
奇
縁
な
ど
も
披
露
さ
れ
て

す

っ
か
り
打
ち
解
け
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
御
縁
は
大
切
に
な
ど
と
思

っ

た
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
今
年
は
な
ん
と
楡
さ
ん
の
ウ
ク
レ
レ
の

伴
奏
で

「
六
中
健
児
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、

そ
の
後
記
念
撮
影
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

来
年
か
ら
、
事
務
局
が
変
更
し
て
、
新
２０
回
の

苦
野
悦
雄
氏
（北
大
経
済
学
部
教
授
）
に
事
務
局
長

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
次
国

も
七
月
の
第

一
土
曜
日
の
夜
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
行
う
予
定
で
す
。

（事
務
局
）
事
務
局
長
　
野
悦
雄

（新
２０
回
）
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